
　　　　∬，宮城村赤沼鑛床
（1）・位置及び交逼　　　　　　・　　、　「　　　’も

編島縣田村郡宮城村赤沼にある。都山騨繭東，4km4

の間トラツクを通じるが，冬期は不通となる事が多い。

（2）・地形表び地質　．

地形及び地質は，上部白岩村に同じである。鑛鐙の露・

頭部は若干附近の水位よわ高いが，下底部は流水面r卜10

mで常に排水を行’まねぼならない。

（3）．鑛床

本鑛床は多少東西に長く厚いレンズ状をなし，上部は

東酉40m，。南北20m，下部は直脛2Qmの圓形をなし，深

さは40m以上宅ある。鑛腱の中心部の石英幣奪園んで巾

3～5mの石英及長石混交幣が存在し，その外側は黒雲

母を混じた文象花嵩岩から母岩に移化牙る。’

石英は中心部では最高品質のもので，混交幣のもめは

多少酸化鐵に汚染せられている。光學用は30％◎

長石は全1鑑に鐵分の汚れが見られ，特撰は50％位であ

るが熔融講に於ける透雛臆國最高である豆羅長
・石の分析値は

・Sio2　　　64．62％　　　IMgO
I
　
A
1
2 03　　　　20．03　　　　K20

F6203　　　　0．33　　　　　Na20

CaO　　　　　　　O．40　　　　　　191u1

0．52

9．95

3．47、

0．25

分析者通産技官　加藤甲壬　Tota「99．57

　　　　　　　　　　　，鑛量

長石　（手選歩留80％）『珪石

推定精鑛　3×103t確定　1・3×柔0崔t（當分採掘不能）

豫想”　2×103t推定　　1×103t（光學802の

　　　　　”　　　5×・103t（光學30％）

　　　　、豫想　　3×103t（　”、）
、　躾主、日東紡績楊…式會肚

　　富久山工場　（郡山市外富久山町）

月李均出鑛は珪石30t，長石20t自家用一、

過去出鑛量　10．000t珪石90％　長石10％

553．543；　550。8（52饗．52）、　　＿

　　　　　長野縣諏訪郡宮珊村の蛇紋岩鑛床調査概報

　　　R6sum6
0n　the　Serpentine　Deposit　at

　MiyagawaMineandits曽
Neighbouring　Area，Suwa・宮un，

　Nagano　Prefecture．

　　by、Noboru　Hlida・

肥田　1昇馨

　Miyagawa　m五ne　was　wo磁ed，a＄the．NickeI

mine．ti11・1945．

　The　serpentine　of　this　area　intrudes　in　the

phylllte・fChich蜘seriesandiscOYeredwith

andesfte．

　S＆rpentin益isdividedint・舞eeparts：1

1．　Fully　s幾rpentinized　part．

2．・Mostly　serpentinited，wit塾the　relics　of

　olivines　and　amphiboles．

3．Mostlydunite・
　The　useful　part　aS　refra“tory　of　forsterite

series　is　mainly　the3rd　part。

　The　analysis　of　this　ore　is　as　follows：

　（1）M90雑02　く5）Fe203ド2・07
　（2）　SiO2　－38，52　　　（6），、CaO　　　O．12

　（3〉、A1203　0・39　　（7）　S　　’　1。25

　（4）　FeO　　　8・46　　、（8）　1言。16ss3。02

　　　　　　　　　　b　　　　　　　　Tota1　99．90
　丁耳e・rαreset▽eisestimatedab・ut，4×101、

　　　　㌔metr重ctons。

　　　　1．・緒 鷺

　　　　　　　　　　ノ　耐火原瀬源調査の騨報ま昭和22卸尽4日よ欄
10日聞長野縣諏訪郡宮川村宮川鑛山及び附近の静香鑛山

の蛇紋岩鑛床の調査に從事した。こ』にその結果を報告

．する。筒操取試料の分析は關根節郎及び日本鋼管燈材課

が澹當「した。

　爾鑛山は何れもニツケル鑛山として蛇紋岩及び轍騰岩

　　　　　　　　　　ず　りg風化表土たる含ニッケル賭土を採掘稼行していたが，r・

昭和20年8月以後休山している。

　爾鑛山のニッケル鑛床に關しては現に木下鶉城（1〉の線

合報告，渡邊善雄（2）の宮川鑛山調査概要等の報告があり

叉耐火材料どしての利用研究に關しては丹羽庄李の報告’

．がある◎

　　　　　　　　　ノ　　　　　　　智

聾鑛床部

（1）特殊鑛物資源　第一巻學振編（昭和22年ン

（2）自然科學とi轍館，15巻6號（昭和19年）

（3）宮川鑛山附近調査報告（大同製鋼窯業研究室し

　昭和21牟）　．
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　　　　　2．位置及び地形
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ε宮川鑛山は長野縣諏訪郡宮川村にあり，中央線茅野騨

より約2・5乃至鉢m南方にある。

宮川鑛購比高200姻外の地灘こあつて比轍豚垣

な地號を示し採堀場より茅野部落迄約2kmでトラツ、ク

道路があ’り・蓮概勧て｛騨である・

静香鑛山は宮川鑛山の南方に位置し比高400m内外の

や」急峻な地形を呈し鑛山西方杖突峠を纏て高遠に至る

省螢バス道路参鑛山附近に通じているげ

　　　　　3．，地　　質
　　　◎

本地域は所謂中央構造線と糸魚川一静岡線との交黙に

近く爾者の中間に位し，古生層に屡する千枚岩が廣く分

布し，蛇紋岩瞠はその中に南北に延びたレンズ駄をなし

て叢蓬し，断期安山岩が本地域西部に千枚岩及び蛇紋岩

を被覆して廣く分布する。

千枚岩は走向略NS乃至N400Eで直立或は東に約700傾

剰する。本岩は主として友緑色であるが，時に次青色或

は友紫色を示す部分もある。之等千枚岩中には蛇紋岩膣

の西縁に接して線色結晶質の角閃岩が部分的に秀布じ亡

いるo
　「角閃岩」．は輝岩よわ攣化したと思われるもので大部

』分がウラル石に攣化して居軌淡線～緑色を呈し輝石は

殆んべ認められない。次いで塵かに緑泥石，磁鐵鑛が含

まれているo

．蛇紋岩騰は緑色千枚岩の走向に浩う、て湛入したもので

千枚岩との接鰯部ばは特別な攣質を與へていな％

　蛇紋岩瞠は東西約0・8km，南北約2kmの大いさを有

するレンズ状を呈し，本地域の南端附近に於て尖滅する

が更に南方では再びその幅を増加する。

　猶静香鑛山に於ては千枚岩中に極めて小規模に逆入し『

た蛇紋岩む分布する。叉千枚岩は折々蛇紋岩禮中に捕獲

岩として挾有されていることがあ尋o

　安山岩は調査匪域では静香鑛山西部に分布するが，本

地域の酉北方では廣範薗に亘つて分布し，板状節理の極

めて良く聾蓬したもので，俗に鐵李石ど繕せられ屋根瓦

用敷石用に供せられている。本岩は友白色粗粒で鏡下で

は斑歌構造1を呈し，斜長石（01ig－And）に普通輝石紫蘇

輝石及ぴ儀か㌃角閃石及び磁鐵鑛の微粒を含んでいる。

、　　　串〆

、．
！6

取

4・・鑛　　籐

　　　　　．V　V　V　V
　　　　　）VVVV
　　　　　レレレレ　
圃安山鰹魅晒▽

’で飯嬰ゾ

く／鉱区境界線

　　　　きPvvvvし1＼，＼！、
〉vvv　　ll

　　　　　ll卜
　　　　，5卵

oと」鯉」』oo吟金沢峠、

　　　　　●↑315

第1圖　宮川，静香爾鑛山附近地質薗
　　（長野縣諏訪郡宮川村）

前述卿く本地域の二勉・レ鑛床は含三ツ勿ル靴よ

賓なる←もので，之は明かに前記蛇線岩醗の風化部分であ、

わ，その深昏は亭均2乃至3mである。

　ニッケル含量は宮川鑛山に於てほ亭均萱0・89％，欝香

鑛山に於ては李均継0・51％逸示してい鷲いるo

　爾鑛山は本邦の同種のニツケル鑛山に比較して何れも

大なるものて1億なぐ，宮刀1鑛山が品｛立比較的．良好（N三

〇．82％）なるものを1944及ぴ1945年上牛期に於て約3

，万8’千トン産出していたに過ぎないo

　次をと今回調査した蛇紋岩鑛床について述べる。（附圖参

照）

　本地域に分布す1る駝紋岩は開かに撒穫岩より攣化した

もので，岩膿の酉部に於て蛇紋岩イロが特に著しい。

目
蛇継化釈部分，

　　　　　　X淫皿ツ“ン岩多き音卜分　

懸　、、2麟
一部輔石騨　　岐
　　　　　　　頭隔ノ㌧，，

採鉱・場

論欄　　・鎌
及び宣式料番号　　，9

L’＆醸5
　　　　×，年＼・

　第2圖・、撤匿1岩騰擾大圖1

の微粒が岩石あ縮裂或は撒撹石の残晶の周縁部に沿うて

観られる。

撒撹石を主とする部分は宮川鑛山採掘場附近に分布

し，緻密塊駄で暗緑色乃至暗黒色を…呈する。1、、

本岩は一般に暗緑色

乃至黒色を呈し緻密塊

1伏であわ，音β分白勺に所

謂鏡肌を有しているo

、鏡下では蛇紋岩化作

用の完全に行われてい

る部分，』虫吃紋石を主と

して一部に撒麗右及び

角閃石の残晶製含む部

分，及び徹騰石を主と

する部分などがあり，

それ等の間は漸移する

叉比較的多くの磁鐵鑛一

及び磁硫鐵鑛とこれら

難共に稼行或は探鑛當時の分析結果の亭均で易る。「’
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、

＼

鏡下では一部は蛇紋石に攣化しているが，多くはヅy

岩（Dunite）の性質を残して居O，撤橿石が70～90％

を占めている。叉局部的に幅ユcm内外の滑石脈が見ら

れる事がある0

　　　　5。鑛石とその利用　、
本地域の蛇紋岩騰の籔ゲ所よわ得た試料につき分析を

行つた結果は次の通りである。但し分析番號の中1，2，

8’は比較酌蛇紋岩化著しいもの，4，7はヅン岩の性質を

有するもの，3は撒麓石を多く含むが鐘裂に溜うて蛇紋

右が蕪するもの轟6はr部に鯉石を含総の紛
析値で昂る。　（分析試料棟取地黙侭附圖参照）　．

　　宮川鑛山附近蛇紋岩及ぴ轍匿岩分析値　，

粛・tSi磯

1
2
3
4×

5
6
7×

8×

Fe2
03

lFe・ICa・IMg・1．NiS 陪。sslT窪a1

1購無1雛l！l鋤lll二　　　　　　　　　　　　8．9098．84　　　　　　　　　　　　　樵
　　　　　　　　　　　　8．5398．8538．2dα鵬645．381α。614名581α4L
　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　8．7299。64’難：llll：1難ll：畿：望調灘：ll

4。．545．3815．。5　　　　　　　1　1i　　l　　　　7・245・7430・740・21一，4・0898・98

鰯1灘羅1：lll辮㌍灘

　　（×印；，目本鋼管盤材課分析，その他は本

　　所關根節郎分析）

　蛇紋岩乃至撤騰岩の耐火材料として利用研究に關して・

は次の如きものがあるo

　（1グ黒崎窯業株式會肚（4）

　既に昭和10年頃声わ四國赤石産ヅン撒鐙岩の利用につ

き研究を始め，昭和11年には生産を開始し1「マグナイ

ト」なる商品名によつて耐火煉瓦を製造し，李盤の燈底

裏壁，前壁，突當室氣並びに瓦斯上昇口，電氣盤の壁等

に使用して良好な成績を鴛てし｝る他，焼成クリンカー又
L
・
は
粉 末としてマグネシヤクリンカ｛を（殆んど同様な成

’績で）得た。

　從來フオルステライト系耐火材料どして使用せられた「

製品の化學成分は1

｛　　　　　　　　　　　　　　　一　SiO230～35％，A12030～1％，Fe2035～10％，
　CaOO～5％，MgO55～60％，Cr2030～1％，Igloss5％土
　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　置の範園を示し亡いる。（4）

　（2）永井彰一郎，櫓山眞亭，（ゐ）丹羽庄亭，（6）及び池

　上典（7）の研究

　（4）耐火材糀，、黒崎窯業株式曾肚（昭16）　『

（婆整崔響肇｝期研究

　ぐ6ク大同製鋼星崎工場研究室
（7麟誉欝麹菱オ輪翻麟愛轡の研）

　　　　　　　　　　’（日召　23〉　L

　之等酬可れも電麟法による庭理の碕究であるが，蛇紋

繍焼搬マ琳シヤ列ンカrとの磁物ぐ5・腕混
合）及ぴヅソ轍麓岩電融物に於て夫々耐火度SK34，35

以上輩示し良結果を得ている。この際の原鑛石のFe分・

は除去し得るが・CaO及びA1203が混在すると品位を低

くする事を述べているo瓠1・2・猫’丹羽庄否は特に宮川鑛

．肉産緻騰岩につ・き試験を行ひ耐火度SK36～37を示す事’

を述べている。池上典は福岡縣糟屋郡篠栗町附近の蛇紋

岩につき實験し，適量の苦土を添加して適賞に熱虜理を、

すれば使用可能なる事を述べている。之等は何れも蜜験

的なもので實用の域に達していない。

　（3）　日本鋼管燈材工場

　轄紋岩乃至轍騰岩を主成分として他にマグネシヤクリ

ンカー（ψ～20％）を混入し煉瓦を製造し，不僥成物の

ま」使用する事を實験μてし、る。原鑛の成分としては

SiO238％以下，M9040％以上が要求され，Fe203は少

い程良いが10％以下であることを要し，・A1203，CaOの

・存在は或程度許容ざれ，CaOの方は寧ろ4～5％位の含

有が望ましいとされている。之等の實験成果の詳細は未

だ明かでない。

　以上の利用研究の結巣に照じて太地域産鑛石を槍討す

ると，電融による利用にはヅン岩質g部分は軍味で充分f

利用出來るが，、他の利用法にはヅン岩質の部分と購も翠

味ではむづかしく．Fe分爾少い鑛石との混用を考慮する

必要がある。

　　　　　6。品位及び鑛床量
　本地域の蛇紋岩膣は南北に延びたレンズ款を呈する

が，くその底部は舟底型であると推定して現在の宮川の沖マ

積面以上にある岩瞠の量を算定すれぼ，約2，000萬トン

宅う此の内利用し得るヅン岩質の鑛床量は約400萬トン

宅あるo宮川鑛山の採掘場附近はヅン岩を主とする部分

rが多い地域であるo

　　　　　7。、沼輩並に現況

（D宮川鑛山プ
昭和18年東拓鑛業株式會肚（本肚朝鮮）所有となつて輕

螢されていたが，昭和20年8月以來休山し，施設の撤去

をなしっつ現御こ至つ七いる。ゴッケル鑛山として探掘

されたのは昭和15年以後であるガ，既に大正6年金銀

銅鑛の採鑛が行われ，更に昭和11年粉末酸化鐵鑛壁土

用として極めて少量京阪地方に出鑛された事がある。’

窯業原料としては昭和21年後孚に試験的に「大同襲

鋼」に約千トンの轍擁岩を出鑛し比較的良結果を得てゐ

るる　　　　　　　　　　　　　　　　ソ
（ii）静香鑛山

昭和の初年久原鑛業が一」時纒螢して以塞永らく休山し
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たが，現鑛業灌者渡邊静香昭和10年以來之を所有し，

初期に於七は金を目的とし，昭和12年には硫化鐵を目

的と一して探鑛し昭和17年には浮遊選鑛場が完成したが

蓮韓するに至らなかつた。・昭和18年，．19年には含ニツ

ケル鐡を出鑛し，以後招鑛に重馳を置き昭禾江20年8月

終戦と同時に体忠となつて現在に至つている。1，

敷本の坑道を有す為が入坑不能である。選鑛場，事務

所及び索道は衙そのま」に残置されている。

　　　　　8．結・論1．
宮川鑛山の蛇紋岩鑛床ほ耐火材料として使用法によつ

ては稼行に値するものであると思われるが，稼行するに

當つて探掘場附近に於ては蛇紋岩の風化緒キが多いから

砂防工事を充分行億ないと農業用水に及ぼす影響が大き

い故特に留意する必要がある。

、552．　3211。　6　（521．　24） 、

群馬縣北甘樂郡青倉村撤橿岩について

肥　　田 犀
9

　　　　R6sum6　　　　　ド
　On　th　Serl》entine　Dep6sits

　　　inみokura・mura，

Kitakanra－gun，Gumma　Prefectur6．

by　N．Hida．

丁尊e，serpentine・fthisar“aintrudgり重nt奪6

「sαcalled’Chichib聾series，

笥e1・rea8re丘actgry・ff・脚iteserieshas

such　defect　that　MgO　content　is16ss　and　Fe，

4Sm・ret阜anan・rdinaryperid・tite。』

The　oでe－reserve　is　estimated　about1．5×107tons．

・　　　　　’L、緒　 護

　　　　　　　　　シモニタ　昭和22年5月筆者は群爲縣下仁田時附近の轍撹岩地

’幣の調査に從事した。

　　　　　　　　　　　　　オゴセ　此調査は窯業原料調査として埼玉縣入間郡越生地方の

調査淀次いで行つだものである。當地方の地質に關して

　　　アトクラ　　　　　　　　　　　　　　　さ
は所謂「跡倉礫岩」につい亡藤本治義（1），佐渡道隆（2）及

ぴ杉山隆二（3）の調査研究が行われているが，耐火物原料

・としての撒欄岩に關す巻調査は今回が初めである。　1

　調査に際して現地にて種々便宜を典えられた佐藤畳一・

』郎氏及び分析其の他の試瞼を行われた日本鋼管株式會肚

燈材課若林明恥に封し深甚なぐ謝意を表する次第であ

る01

聴鑛床部　　　　　　　　　　　　　　5一』

（1）藤本治義：關東山地北部の地質學的研究（其の

、2）　　地質・42雀499號（1935）

（2）1佐渡道隆＝群馬縣下仁田町附近に畿達する跡倉

礫岩層について　　弛質，45巻537號d938）

（3羽杉山隆二：群馬縣下仁田附近に獲蓬する所謂跡

倉礫岩に就いて　．1東京科博研報7號（1943）

　　　　　　毒　　　　　　　　　　　　　　　34

　　　　　2・位置及び交通
　　　　　　ノキタカンラ當調査地域は龍馬縣北甘樂郡青倉村の一部であつて向

郡下仁田町南西方約の地馳に位する下仁田町は上信電氣

球道絡黙で高崎より約1蒔聞牛にて連し・この調査地域

には下仁田町よ、り良好なトラ羽 ク道路が通じている。

　1、　　＼3g、地　一形・
　この地方は關東亭野北西縁部と秩父山塊北端部の中間『

地幣に位置し，標高700m内外の梢々急峻な地貌を呈し

附近には妙義山（1104m）を初め多くの山が聾立する。

　この地域ゐ附近でほ西牧川及び南牧加があら谷が深

．い0

　　　　　4．地・盟
　この地域一轡は所謂秩父古生暦に馬し，砂岩及ぴ粘板

　　　　　　　　コヒ岩，石友岩，蛇絞岩及び線色岩（3）等を主として“るが，調『、

査地域北部下仁田町附近の跡倉には所謂「跡倉礫岩」が

廣く分布し，更にその上部に断暦で境して，砂岩，頁岩及

ぴ礫岩を主とする第三紀暦が分布しているq所謂「跡倉

礫制に關して鷹に麟胎義（1扱び杉山隆二（3）によつ

　　　　　，＼　　　　　　　　圏棚難体
　　　　　　　　　（撫嶺撮r蛇紋岩）

　　　　ぺ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1籔欝1醐．蜘融驚｝・

　　　　　　　　　上　＼・、情創携禽・偲証’、騰線馨
　一襲劃ム，8亀。　蘇魎ゴ騎礁

第1圖・群馬縣北甘郡青倉村附近地質圖

護3）杉肉隆二：（既出）

1，』3一一・・既出

る

＼

、
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